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保存樹⽊とは？？

みなさん、保存樹⽊をご存じですか？

保存樹⽊とは、樹⽊等の保護を図るため、

「東久留⽶市のみどりに関する条例」に基づ

き市で指定している樹⽊等のことです。

現在市内には1012号まで登録があります

が、この数は指定後に解除されたものも含ま

れており、現在登録されている樹⽊はだいた

い500本です。このように、市内にはたくさん

の樹⽊が保存樹⽊として指定され、管理さ

れております。そして今回は、柳窪新⽥のAさ

んにお話を伺いました。

Aさん宅にある樹⽊は江⼾時代初期の開

墾時代より⼤切に保存・管理をされたよう

で、それらの樹⽊は保存樹⽊に指定されてか

ら37年経ちますが、全て現存しています。

また樹⽊についての知識も教えていただきま

した。樹⽊というのは、切らずに⾵・⾬・台⾵

などに常にさらされていないと、強く価値のある

⽊とならないとのことです。つまり中途半端に

切られてしまった⽊にはほとんど価値がないそ

うです。

最後のAさんの話の中でとても印象的な⾔

葉がありました。「祖先代々思い継がれてき

た樹⽊を、⾃分の代で切り倒すことはどうして

もできません。これは⼀種の意地のようなもの

ですかね、反⾯、近所の樹⽊林が徐々に減

ってきている中で、⾃分のみ樹⽊を残すこと

で、いかにも時代の流れに反する保守的⼈

間と思われないかとか、落ち葉の時期にはご

近所に迷惑をかけるのも事実で、罪悪感の

ようなものを持つこともあります。」

樹⽊に対しる熱い思いがひしひしと伝わってき

ました。

貴重なお話をたくさん聞くことができました。

ありがとうございました。

市⺠レポーター 鷺舞 

第1号に指定された保存樹⽊で、意

外なところで現存しています。記念す

べき第1号は⼀体どこにあるのでしょう

か？

探してみてください！

ものすごく太い幹です。幹回りは

365cmあります。

この浄牧院のカヤは東久留⽶市指

定⽂化財に登録されています。

⼤円寺にあるサワラの⽊です。

外⾒はヒノキによく似ていますが、⼀

枚⼀枚の葉の先端が尖っているという

特徴があります。

メタセコイアで、学園町にあります。

メタセコイアが「⽣きている化⽯」とも

呼ばれています。

Aさん宅のケヤキです。

⾒上げると、背中が折れてしまいそう

になるくらい⾼い⽊でした。
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